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　使用器械と口程の北畑位に差異があるのは，口径を絞って使用されたち合の
値が計算してあるからである．
　京都府立第一中學校は，樋上敏一氏が1人で報省されたから個人名とし，東
京市立第一中學校は，数名の見取岡を纒めて呂乏告されたから匿離名義とした．
　この表によるとメムパ1は，前回の14名に比し約倍の27名にゴ勧Hしてみる．
今，前2回の4・均を比較すると下表の如くになる．
1・・35年・l1937・P・！19・9…」ケ携1一派
肛．」裡
倍率
137．9　m，：n
242．5　×
231．5　m．m
311．8　×
133ユm．m
202．7　×
395，6　m．m
3075　x
　今回の口径及倍率の午均値の低下は，IO糎以下の口径が比較的多かったのに
依る．又，1924年度大接近に於けるピケリング派の口径が非常に大きいのは，
トランプラ，ダグラスが共に90糎を使用してみる爲であって，此の2名を除く
と，251．4m．mとなり0．A．A．の37年度・と大差無v・事になる．
　　　　　　　　　　　3．動員された望海鏡について
　第1表により，槻測者は27名・動員された望遠鋭は32侵⊥J・1上に上るのを知る
事が出來，各機影それぞれ口径に適慮した仕亨がなされたのであるが，大燈火
星に即しては8糎以下の小口復は見取岡作製の目的には明らかに不足であり，
今回の結果によっても・8纏以下の口幅による見取圃には大きい濃い祇様以タト．
は絵り正確でない事が明らかに看取された・尤も，大きい口握によるものが全
て正確であるとは断言出馬ないが，午均して，　di　pl　｛lf〈のものは無理が感じられ
る．以下各個人について記する事とする．
　青木氏一一小口樫と大都市の悪氣流，しかも鹸り好適と云へぬ1」F3！測場所で，
よく奮詠見取圖穂激32枚を諮かれ，スケッチ数としては第1位で，其熱心さ
には敬意を表する次第である．只少し無理しておられる傾向がないでもない
小口径である黙，御自身としても隔靴掻痒の氣がされてみる事と索せられる．
　・伊達課長一・・一37h“麦と同口脛の26糎を使IBしたが，火昂が低零だつたため，
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大宇は2！11｝’に絞って使用し，倍率は，340×を主用した．
　津留氏一一一一一．一一一見取岡は131ナ11としていささか物足らぬ氣がせぬでもないが，今回
最初としては非常に良く親測して下さった．
　下、珪氏一一一：1渚騨f立一中天文部遊星面課長として・10糎級としては驚異的な
見取岡を提供された．從來の九州渡邊恒夫氏に」：ヒすべきであらう．倍率は12糎
を1．〔〕．8に校って250から320，時に460と云ふ驚くべき高倍率を使用し，且よく
ディテ1ルを描出されてみる．
　坂上氏一一一属島の良い九州哨端鹿南瓦与と，輻岡で活躍された．10糎反射を良
く活用されてるる．
　岡林氏一一一一期待に反せす，新畑二見の鏡い眼光は，カルヴ1作32糎鏡の偉力
と相待って非常に繊細な美しい見取圖を作製され，今後の大威が期待される．
32糎は25糎に絞って使用された日が多かった．
　西森氏一一7．5iJilとして堅實なスケッチを多敷物された・75糎に220倍は租々
無理な倍峯で，奨むべき：方法でない．
　降籏氏一彗星の如く新参力Tiされ，自作30糎と15糎カルワ“1鏡で活躍され，
倍率は梢高きに過ぎるが15叛鏡による方が良く親られてるる．780倍は如何に
室氣二二の良い中部山岳地方としても少し無理ではなからうか？　黄雲の出現
親測に片鱗を示され，今後の活躍が期待される．
　山根氏一一一各種の【三髪遠鏡を使ひ分け，償位多き観測記録を寄せられた．
　中野氏一往年金三三貝iiに鍛えた鋼艮で10糎木邊鏡の最高能率を獲揮され・
其の確實なスケッチは，流石とうなづける・
　東京市立一中一一五藤光二二10糎屈折赤道儀を良く活用された．屈折鏡なが
ら古り無謀な高倍率を使用せぬ星占は三二なやり方で結椿な手段である．
　中4氏一自作20糎反射を使用して，美しい色鉛筆による見取圖を作製され
凌．御年輩から云って其御奮闘には敬意を表すべきである・
　木邊幹專一一御多忙の爲め，見取圖数は勘V・が，32糎の御自作に：なるBest’
Mirrorで，前2回の衝同様素暗らしい見取圖を得られてみる．
　松本氏一エリソンと共に有名なスレ1ド鏡を以て，美しい色彩スケッチを
御直付下さつた．16糎に246倍は理想的の倍率である．
　中野義夫氏一敵回の衝の際には58粍屈折だつたが，今回は10三木町鏡に遊
星面好きの旧藩のコンビで優秀な記録を得られてみる．
　7kZF氏一一火星には無理な口径乍ら，よく見られてるる．
　北野氏一一シルチス附近のみの見取岡の邊付を受く．鏡は故中村鏡．
　大口町一木邊鏡の15糎は火星に理想的，今後も御協力希ふ事や切．
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　酉尾，田村，竹内，鍵，史窪，辿丞，拠旦諸氏は，上記大口氏の15糎を使
用された．
　塑型…一11糎反射で素晴らしV・スク’ツチだが，1枚では惜しV・．次回の御
奮起を希ふ．
　ミ完底一一最小口径で，事實上，火星は蝕りにも無理だつた箏と思ふ．
　以上の如くで，今回は，花山のクックが活用されなかった代りに，倉敷のヵ
ルヴ1が有効に使用され，山前2回に比較して15糎級が目立って多く活用され
たのは喜ばしい現象である．
　一つ注意すべきは，各人の網膜の感受性によって，非常な高倍卒と，標準以
下の低V、倍率を好む方の2つがあるが，絵り無謀でない限り，適當な高倍尋；は
細かいディテ1ル（例へば，極冠の形状，“海”の聞納等）を見るに適し，反射窺
に中倍率を使用すれば色彩の槍出に優れ，下馬今回の色彩スケッチは全て，反
射望遠鏡の使用者にのみ得られてみる．
　結果として，今回の大接近の火星の高度と，シiイングに蜀しては，20糎以
上の口径と440倍以上の倍率は殆んど必要無く，15－20楓300倍位が最高能拳
を獲揮した標準と思考される．（未完）
先づ天　を知れ
賀　川　費彦
　日本の氣象學者は天文を考へす，日本の天文學者は氣象學を無覗する．しb、
し，周期的に起る早魑に，木星と土星のそして火星と金星の引力の作用がない
と，誰か否定し得るかア　印度の暗暗を見ても，それは殆んど木星の運行と．．
致し，日本の旱魑は大抵木星と土星とが地球に最も接近した時に起ってるる
　月が地球の水を引きあげることが出來るならば，木星や土星が室氣ぐらゐは
引張るだらう．木星は12年目に，土星は30年目va　一回韓する・
　天文學は野飼に抽象論として研究さるべきではない．火山の爆獲，地震，海
嘲の起元，叉旱魁と洪水と，寒さと漁り氣に關係させて研究さるべきである
　天を語るものは，先づ天を知らねばならぬ．（「皇紀ニモ六’1’i年信下歯日；ldよb」）
編者目く：賀川先生の言はれることは一面の眞理に違ひありませぬが，しかし木星やIl
星が地球の氣象や異攣に閥係するやうに解されるのは少々脱線でせう．本誌の次號に．．h
筆の意見が載りますから御魔下さい．
